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会
長
就
任
挨
拶  

第
三
十
代
会
長 

藤 

原 

大 

修 

 

畏
く
も
上
皇
陛
下
に
お
か
せ

ら
れ
ま
し
て
は
、
平
成
の
御
代
の

三
十
年
に
余
る
年
月
、
日
本
国
と

日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
、

常
に
私
共
国
民
の
安
寧
と
世
界

の
平
和
を
祈
っ
て
こ
ら
れ
た
大

御
心
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
令
和
元
年
五
月
一

日
、
第
百
二
十
六
代
天
皇
陛
下
が

御
即
位
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
こ
と

大
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
万

世
一
系
の
皇
統
を
紡
ぐ
皇
室
を

戴
き
、
尊
き
大
御
心
の
も
と
国
民

が
心
豊
か
に
日
々
の
生
活
を
営

め
る
我
が
国
の
美
し
い
国
柄
を

誇
り
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇

室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
御
大
典
諸
儀
式

の
諸
準
備
が
滞
り
な
く
執
り
進

め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
、
ま

た
、
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
諸

祭
恙
な
く
斎
行
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
こ
と
慶
賀
に
存
じ
上
げ
ま

す
。 

 

岩
手
県
神
社
庁
様
を
は
じ
め

先
輩
諸
賢
並
び
に
関
係
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
常
日
頃
よ
り

岩
手
県
神
道
青
年
会
に
対
し
多

大
な
る
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
事
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

去
る
平
成
三
十
年
十
一
月
七

日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会
に

お
き
ま
し
て
会
長
に
ご
選
任
を

頂
き
ま
し
た
。
岩
手
県
神
道
青
年

会
第
三
十
代
会
長
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
る
事
と
な
り
、
昭
和
二
十

四
年
の
創
立
よ
り
先
輩
諸
賢
が

卓
越
し
た
見
識
を
も
っ
て
活
動

を
展
開
し
築
き
上
げ
紡
い
で
こ

ら
れ
た
歴
史
を
次
世
代
に
受
け

継
ぐ
べ
く
、
そ
の
重
責
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ

り
ま
す
が
、
斯
界
の
発
展
の
た
め

誠
心
誠
意
努
力
し
、
会
員
一
同
と

未
来
に
向
か
い
力
強
く
歩
み
を

４月２６日 総会にて 

 

 

奉祝 天皇陛下御即位 

 

巌

神

青 
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進
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

青
年
神
職
の
信
念
と
決
意
を

結
集
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
皇

室
国
家
の
護
持
と
祖
国
復
興
・
神

道
興
隆
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
民

族
精
神
の
恢
復
と
道
義
国
家
の

再
興
を
目
的
に
、
時
局
を
見
据
え

た
積
極
果
敢
な
活
動
を
展
開
し

て
き
た
本
会
は
平
成
三
十
一
年

三
月
、
創
立
七
十
周
年
の
節
目
を

迎
え
新
た
な
歩
み
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
現
代
社
会
は
多
く
の
要

素
、
要
因
が
絡
み
合
い
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
予
測
不
能
な
時
代
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
不
安
定
な

国
際
情
勢
が
明
確
に
目
に
映
り
、

想
像
よ
り
も
世
界
は
広
く
複
雑

で
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。
ま

た
、
日
本
国
に
目
を
向
け
れ
ば
周

辺
諸
国
か
ら
の
深
刻
な
脅
威
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
斯
界

の
抱
え
る
問
題
も
人
々
が
も
つ

価
値
観
の
多
様
化
、
多
岐
に
わ
た

る
分
野
に
お
い
て
起
こ
る
技
術

革
新
が
も
た
ら
す
変
化
、
生
活
環

境
の
劇
的
な
変
化
に
よ
り
多
種

多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
問
題
解

消
を
諦
め
ず
、
青
年
神
職
と
し
て

の
立
場
か
ら
課
題
を
明
確
に
見

定
め
、
解
決
す
る
た
め
の
行
動
を

起
こ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
東
日
本
大
震
災
発
災
よ
り
八

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
発
災

当
初
よ
り
全
国
の
皆
様
か
ら
戴

い
た
献
身
的
活
動
の
数
々
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
真
の
復
興
に

至
る
ま
で
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 

人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合

う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
こ

と
で
、
梅
の
花
の
よ
う
に
日
本
人

が
明
日
へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る

国
で
あ
る
よ
う
に
と
願
い
が
込

め
ら
れ
た
新
た
な
時
代
、
私
た
ち

は
可
能
性
に
満
ち
溢
れ
た
「
今
」

を
生
き
て
い
け
る
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
国
の
隆
昌
と
世

界
の
共
存
共
栄
を
祈
り
、
行
動
す

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
先
輩
諸
賢

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私

た
ち
会
員
に
対
し
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
ま
た
会
員
各
位
に

は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
会
長

就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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会
長
退
任
挨
拶  

第
二
十
九
代
会
長 

 

髙 

橋 

数 

馬 

 

こ
の
度
、
平
成
二
十
九
年
五

月
よ
り
一
期
二
年
務
め
て
き
ま

し
た
岩
手
県
神
道
青
年
会
会
長

の
職
を
退
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
在
職
期
間
中
は
、
岩
手
県

神
社
庁
長
藤
原
隆
麿
様
を
始
め
、

県
内
各
神
社
宮
司
様
、
先
輩
諸

兄
姉
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご

指
導
を
賜
り
、
大
過
な
く
重
責

を
果
た
せ
ま
し
た
こ
と
心
よ
り

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
二
年

間
多
く
の
諸
事
業
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
二
年
間
を
振
り

返
り
ま
す
と
東
日
本
大
震
災
復

興
活
動
を
は
じ
め
、
前
期
よ
り

始
め
た
岩
手
護
國
神
社
境
内
清

掃
を
通
し
て
の
英
霊
顕
彰
事
業
、

そ
し
て
各
選
挙
に
お
い
て
の
青

年
隊
活
動
等
様
々
な
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興

に
お
い
て
は
、
東
北
六
県
神
道

青
年
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
東

日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭
」

を
下
閉
伊
郡
山
田
町
に
て
斎
行

致
し
ま
し
た
。
当
時
の
宮
古
市

下
閉
伊
郡
支
部
長
で
あ
り
ま
し

た
上
澤
富
士
夫
様
を
は
じ
め
、

支
部
員
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
得
て
慰
霊
祭
斎
行
で
き

ま
し
た
こ
と
は
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
真
の
復
興
を

願
う
べ
く
復
興
祈
願
祭
も
併
せ

て
斎
行
し
、
地
元
小
学
生
に
浦

安
の
舞
の
奉
納
を
し
て
い
た
だ

き
、
復
興
と
青
少
年
の
健
全
育

成
の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
た
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
植
樹
の
育
成
状
況
の
確
認

や
気
仙
支
部
様
で
斎
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
慰
霊
祭
に
も
積
極
的

に
助
勢
し
て
き
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
よ
り
行
っ
て

き
ま
し
た
当
会
の
継
続
事
業
で

あ
り
ま
す
親
子
禊
練
成
会
は
、

成
熟
し
な
が
ら
も
新
た
な
ス
テ

ッ
プ
を
歩
む
べ
く
、
開
催
近
隣

の
小
学
生
を
多
く
集
め
、
神
社

に
少
し
で
も
興
味
関
心
を
得
て

も
ら
う
た
め
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
神
道
青
年
全
国

協
議
会
よ
り
「
教
化
事
業
賞
」

を
賜
り
会
員
一
同
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
共
に
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
東
北
六
県
神
道
青
年

協
議
会
主
催
の
「
禊
練
成
会
」

に
お
い
て
は
、
当
県
が
主
管
と

な
り
岩
手
郡
雫
石
町
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。
準
備
の
段
階
か

ら
手
探
り
の
中
、
東
北
六
県
の

同
志
を
お
迎
え
し
共
に
学
び
を

得
た
こ
と
は
会
員
一
人
ひ
と
り

の
成
長
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
本
年
三
月
に
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
当

会
創
立
七
十
周
年
式
典
及
び
記

念
事
業
に
お
い
て
は
「
承
前
啓

後
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
も
未
来
へ
残
す
も
の
、

変
化
さ
せ
て
い
く
も
の
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
る
べ
く
約
一
年

半
か
け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

記
念
事
業
と
し
て
は
、
沖
縄
摩

文
仁
の
丘
岩
手
の
塔
に
て
物
故

者
慰
霊
祭
の
斎
行
を
は
じ
め
、

記
念
誌
の
作
成
、
歴
代
会
長
と

の
座
談
会
、
記
念
品
の
作
成
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
式

典
及
び
祝
賀
会
に
お
い
て
は
、

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
賜
り
激

励
の
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
藤
原
新
会

長
を
中
心
に
ど
ん
な
困
難
に
お

い
て
も
協
力
し
な
が
ら
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
斯
界

の
尖
兵
と
し
て
更
な
る
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長

退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

二
年
間
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

   

 

議
事 

 

１
、
平
成
二
十
八
年
度
会
務
報
告
の
件 

 
２
、
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
の
件 

 

３
、
平
成
二
十
八
年
度
東
日
本
大
震
災
復

興
活
動
報
告
並
び
に
特
別
会
計
収
支

決
算
の
件 

 

４
、
会
則
変
更
の
件 

 

５
、
役
員
改
選
の
件 

 

６
、
平
成
二
十
九
年
度
活
動
方
針
案
の
件 

 

７
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
案
の
件 
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活 

動 

報 

告 

自 

平
成
三
十
一
年
四
月 

至 

令
和
元
年
六
月 

四
月
四
日 

神
社
庁
神
殿
例
祭 

髙
橋
前
会
長
参
列 

四
月
十
七
日 

神
道
青
年
全
国

協
議
会
創
立
七
十
周
年
記
念

大
会
（
明
治
記
念
館
）
藤
原
会

長
以
下
五
名
出
席 

四
月
十
八
日 

第
七
十
一
回
神

道
青
年
全
国
協
議
会
定
例
総

会
（
神
社
本
庁
）
藤
原
会
長
・

駒
形
副
会
長
出
席 

四
月
二
十
六
日 

平
成
三
十
一

年
度
定
時
総
会 

五
月
十
七
日 

美
し
い
日
本
の

憲
法
を
つ
く
る
岩
手
県
民
の

会
総
会
（
岩
手
県
神
社
庁
）
藤

原
会
長
・
谷
藤
副
会
長
出
席 

五
月
十
七
日 

岩
手
県
建
国
記

念
日
奉
祝
会
総
会
（
岩
手
県
神

社
庁
）
藤
原
会
長
・
谷
藤
副
会

長
出
席 

   

五
月
三
十
一
日 

第
一
回
役
員

会
・
岩
手
護
国
神
社
清
掃
奉
仕

活
動
（
盛
岡
八
幡
宮
） 

六
月
十
・
十
一
日 

令
和
元
年
度

東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会

禊
錬
成
会
（
青
森
県
・
平
川
） 

 

藤
原
会
長
以
下
十
名
受
講 

 

編
集
後
記 

 

藤
原
新
会
長
の
下
、
広
報
委
員

会
も
小
保
内
前
委
員
長
か
ら
引

継
ぎ
、
今
号
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。 

 

今
年
の
三
月
に
は
承
前
啓
後

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
岩
手
県

神
道
青
年
会
七
十
周
年
記
念
式

典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
先
輩
諸

賢
の
足
跡
を
辿
り
、
後
世
へ
と
活

動
を
続
け
て
行
く
た
め
に
も
、
道

標
と
し
て
の
本
紙
の
役
割
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
く
必
要
を
改

め
て
実
感
し
、
お
力
添
え
を
頂
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
阿
） 

  

定

時

総

会

開

催 

藤原庁長より激励賜る 

発 

行 
岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 

盛
岡
市
門
字
須
摩
十 

諏
訪
神
社
内 

電 

話 

〇
一
九
‐
六
二
三
‐
九
五
七
四
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
） 

 

 

平
成
三
十
一
年
度
定
時
総
会
は
、
四
月
二
十
六
日
（
金
）
岩
手
県

神
社
庁
を
会
場
に
、
藤
原
神
社
庁
長
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
二
十
二

名
出
席
の
下
、
開
催
さ
れ
た
。 

冒
頭
、
藤
原
庁
長
よ
り
、
夏
に
控
え
た
参
議
院
議
員
選
挙
が
憲
法

改
正
の
為
に
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
る
か
、
厳
し
い
選
挙
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
為
に
地
域
の
方
々
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
期
待
す
る

旨
ご
祝
辞
を
賜
っ
た
。 

 

議
事
は
千
葉
常
任
委
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
進
行
。
会
則
変
更

承
認
後
、
新
執
行
部
に
体
制
が
変
わ
り
新
役
員
に
つ
い
て
藤
原
会
長

よ
り
指
名
、
直
ち
に
承
認
と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
議
案
は
原
案
の
通

り
可
決
さ
れ
、
総
会
後
は
坂
本
副
庁
長
を
お
招
き
し
盛
大
に
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。 

 

一
、
平
成
三
十
年
度
会
務
報
告
の
件 

二
、
平
成
三
十
年
度
収
支
決
算
の
件 

三
、
役
員
改
選
の
件 

四
、
平
成
三
十
一
年
度
活
動
方
針
の
件 

五
、
平
成
三
十
一
年
度
予
算
の
件 

六
、
そ
の
他 

議 
 

事 


